
第 7 回「あび北フォーラム」会議議事録 

   開催日： 令和元年 6 月１日 （土）   13 時 15 分～1６時 30 分 

   開催場所： 北近隣センター（多目的 ホール、会議室３／調理室） 

   参加者： 自治会参加者３７人 

        我孫子市役所市民活動支援課 ２人 

        地域会議事務局 1３人   

        その他：  ３人   （総計５５人） 

 

１．開会挨拶事務局 

 我孫子市北地区地域会議である「あび北フォーラム」も 2017 年 5 月に第一回 

を開催し、今回で 7 回目となった。この地区では３６自治会が登録されており、 

今回 26 自治会から 合計 37 名の参加をみた。 

案内状への欠席回答も加えると ９０％に近い方々に関心を持ってフォローし 

て頂いている。このフォーラムを推進しているのは事務局ですが、毎月開催す 

る事務局会議に市役所市民活動支援課の方々には、常時アドバイザーとして参 

加して頂いております。この場を借りてお礼を申し上げます。事務局メンバー 

に関しては後程ご紹介します。 

 

２．「あびこ北 FORUM（フォーラム」事務局長挨拶 

＊「あびこ北フォーラム」で討議を重ねた結果、地震災害に対し、住民の生命に 

直結する、避難行動、避難所運営が重要なテーマとすることが認識されました。 

各エリアでは 関連してのコミュニケーションも図られてきている様に感じて 

おります。この 2 年間の活動状況は各会長宛に送付の「歩み」を通じ報告して 

きております。本日のフォーラムで A,B,C、各グループ毎にテーマを深め、 

本年度の活動を新フォーラムメンバーとして引き継いでいってもらいたい。 

   

３．市民活動支援課課長 

* 少子高齢化、地域交流の希薄化の２大テーマに対し、この「あび北フォーラ 

ム」の活動には期待している。市民活動支援課も最大限この「あび北フォーラ 

ム」の活動を支援していきたい。 

＜第 1 部＞：事務局よりのプレゼンテーション： 

 4、過去 6 回の討議内容のリビュー（事務局）  



  ＊2017 年 5 月第一回からの A,B,C 各グループの討議結果の要約をプロジェクター 

を使用して説明。 

５．アクションカードの考えかた（事務局） 

＊今回新たな手法として「アクションカード」の有用性と意義についてパワーポイント 

を使用し解説した。 

＊更に災害時の前段階、初期段階として「ファースト・ミッション・ボックス」の実例 

と有用性についてパワーポイントを使用し説明を行った。 

＊自助、共助、「避難所マニュアル」「アクションカード」との関連性を時系列的に解 

説を行った。 

【解説を行った後、複数の出席者から「パワーポイント」データが欲しいとの要望が 

出て、事務局からメールで希望者に送付する事となった】 

＜第 2 部＞ 

 ６、グループ討議 

     A,B,C,グループを各グループに分け 2 時間討議を行った。 

1  司会より各グループ討議の進行係・書記に関して紹介された。 

    （尚各グループ参加者リストは添付リストを参照。） 

2  グループ討議内容は各グループ書記からのサマリーを参照。 

 ７、グループ討議結果報告 

   上記メンバーでの討議結果をグループ代表者から簡潔に下記が発表された。 

    （A グループ） 

＊あくまでも、地震時の避難所を想定して、市のマニュアルでは災害発生時に 

読みこなすにはボリュームが多いので、緊急時に誰でもが使えるような「避難 

所運営マニュアル」を独自に作ることで合意した。 

＊今年５月２9 日に根戸小学校を訪問、教頭先生から防災倉庫や緊急トイレの開 

設、校内で使えない場所などについて説明を伺った。緊急時に水問題で使う 

「受水槽」を避難所訓練などで使えるのかと尋ねたところ、緊急時は可能だ 

が、訓練時は難しいとの回答であった。 

 

    （B グループ） 

 ＊「避難所運営」の為の「準備委員会」設置を説明。その結果「１０自治会１３ 

名」の参加者の賛同を得られ準備委員会の具体的人名の選定がほぼ出来るようになった。

（今日決められなかった、自治会からは６月末までに連絡）。 



 

    （C グループ） 

＊C グループは、避難所運営委員会についてのテーマ設定はしていない。 

＊マンション・戸建ての防災会のあり方について意見交換。目指すところは同じ 

だが、途中経過でやり方等で違いが出てきて固有の悩みがある。しかし、地域 

を考えると、命を救うと言う防災の目的からすると、戸建ても・マンションも 

違いがないので、一緒に意見交換をして行きましょうと言うことで一致した。 

＊防災以外に話題は無いのかとの意見もあり、防災活動の中でも問題に上がって 

いる高齢者問題、要介護者問題についても話を進めて行きましょうと言う話も 

した。 

 

最後に 

＊市民活動支援課課長 

この会議は、地域のコミュニティ力を高めて、課題を解決すると言うことが出 

来ればよい。「向こう三軒両隣」的なものが、災害時に役立つのでそういうコ 

ミュミティが出来ると良いと思っています。 

 

＊事務局 

長時間にわたり、参加頂きお疲れ様でした。本日、初めてこのあび北フォーラ 

ムに参加された方も多いかと思われますが、大変多くの意見を伺うことが出来 

ました。このフォーラムの各グループや、地域の近隣自治会との意見交換をし 

て、自治会の問題解決の場としてこのフォーラムを活用して頂きたいと思いま 

す。 

 次回は９月を予定しているので皆さんの参加をお待ちしています。 

以上 

 


